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評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

福岡県立柳河特別支援学校

自分の良さや自己の課題、課題解決に向けた取り組みなどについて発表する場として学部集会を実施する。

自分の考えや意見を、相手に適切に伝える力を育てる。
タブレット端末・スイッチ・カードなど実態に合った多様なコミュニケーション手段を活用する学習を設定する。

自分の考えをまとめ、学部全体や社会に発信する学習を設定する。

集団や社会の形成者としての自覚を促し、主体的に社会
参加しようとする態度を育む。

全校集会で各委員会の取り組みを発表する場を設定する。

高等部

自己理解を深め、障がい特性を含めた自分の強みや弱
みを適切に伝える力を育てる。

自分の良さや得意なことをプロフィールにまとめるなど、全学級で自己理解を深める学習を設定する。

縦割りでの活動を学部行事などに取り入れ、集団の一員として役割を果たす機会を増やす。

学期毎に実態に応じた目標を設定し、主体的に学ぶ場面を意図的に設定し、「できる」を増やしていく。

よりよい人間関係の構築のために、自分の思いや考えを
相手に伝えることのできる力を培う。

個に応じた意思表示の仕方を活用するために、全ての教科・領域において自己決定する場面を設ける。

身体表現やカード、ICT機器等の活用を通して、実態に応じたコミュニケーションの手段を増やしていく。

お互いの人格を認め合い、助け合いながら学習活動に
参加し、興味・関心を広げようとする態度を養う。

人や物との関わりを大切にしながら豊かに「生きる力」を養うために、友達や物事に関わる場面を意図的に仕組む。

肢
体
不
自
由
教
育
部
門

小学部

自分の好きなことを見つける力を育む。
体験的な活動を仕組む。（毎日）

活動できる環境を設定し、継続的な指導を行う。

感情や意思を伝える力を育む。
表情や身振りから感情や意思を汲み取ったり、選択する場面を設けたりする。（毎日）

文字や絵カード、ICT機器等を活用し、伝えることができる手段を増やす。

人や物とのかかわり、集団生活の中で役割を発揮し、課
題に取り組む力を育む。

人や物とかかわることができるように課題解決的な活動、集団活動を仕組む。（週に２回以上）

集団の中で自分の役割を意識できるように学習方法を工夫し継続的な指導を行う。

中学部

主体的に学習に取り組み、自己理解を深めることのでき
る生徒を育む。

あらゆる視点からの自己理解を深めるために、新しい発見や気づきのある学習活動の工夫を行う。

評価項目 具体的目標 具　体　的　方　策 評価（３月） 次年度の主な課題
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幼・小学部

得意なことを増やして自信をもって取り組んだり、苦手な
ことに試行錯誤しながら挑戦したりする力を育てる。

得意なことやできたことを褒められる「キラキラタイム（随時）」や、お当番活動（週１回）を実施する。

教師や友達と一緒に身近な環境に関わり、予測したり確
かめたり振り返ったりしながら活動に参加しようとする力
を育む。

帰りの会で、その日一番頑張ったことを写真と言葉で振り返る時間を設ける。（毎日）

授業の中で意図的に予測する、確かめる、振り返る時間を設ける。（週３回以上）

中学部

卒業後の進路を意識して自分を見つめ、学習や生活規
律を守ることができる力を育む。

学級で自分の学習や生活規律を振り返る時間を設定する。

学部集会の中で、学習や生活規律を振り返る時間を設定する。（年間７回）

○幼児児童生徒の実態に応じたワンヘルス教育の実践を推進する。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充
実

得意なことをみんなで共有する「名人集め（随時）」や、苦手なことに挑戦する「チャレンジタイム（毎週火曜日）」を実施す
る。

相手の気持ちや状況を考えながら、自分の思いや考えを
伝える力を伸ばす。

保育の中で言葉と物が一致するように意識した言葉掛けを行うとともに、日常生活場面を想定した「ごっこ遊び（随時）」を
設定する。

学校生活の中で児童が聞いて、考えて、伝える場面を意図的に設定すると共に、身近な人に学習の成果を披露する「学
習発表会（年３回）」を実施する。

協調性をもちつつ、自分の意思や考えを伝えることがで
きる力を育む。

学部集会の中で、話し合い活動や発表の場を設定する。（年間７回）

各教科・領域の中で、学んだことを整理し表現できる活動を積極的に設定する。

興味・関心を広げることで、他者と主体的に関わることの
できる力を育む。

学級合同の活動を積極的に設け、学び合いの機会を増やす。（毎月）

行事の事前・事後学習を丁寧に行う中で、関連する知識や技術を身に付けて、よりよい他者との関わりを目指す。

社会性の向上を目指し、多くの体験活動や学校行事、学部行事等の充実を図り、楽しく参加する機会を設ける。

様式３

令和６年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月）
　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
学校経営の中・長期を見据え、人材育成を核とするチーム力の強化と、各障がい種における専門性の向上及び新しい学校課題への全職員によ
るチャレンジ。

○教育課程・日常の授業のPDCAを実践し、「各教科の内容」の精選・ステップ化・価値の再確認を行うことにより、
カリキュラム・マネジメントの充実を実践する。

○少人数指導を生かした個別最適な学びと集団による学びを推進し、豊かに「生きる」を実践する。

○Society5.0を想定したGIGAスクール構想、デジタル教科書の利用、分身ロボットの活用等全職員による積極的な
ICT活用等を推進する。

安全・安心な教育環境の充実

○防災訓練や緊急時対応シミュレーション等により、防災意識や緊急異常時対応能力を向上させて、初期対応の
重要性を全職員で共有し、事件、事故、災害等の被害拡大を防ぐ。

○全職員による医療的ケアに関する理解と感染症対策を含む保健・安全指導の充実に努める。

○安定した給食等の提供を行い、食育についての指導を行う。

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標
（成果）
〇感染症等の状況が落ち着き、計画的な授業実践が
進めることができた。また、教職員一人一人の主体的な
校務運営参画意識を高めることができた。
〇学校間交流も計画的行うことができて、幼児児童生
徒の成長もうかがえた。
○一人ひとりの実態に応じた主体性を引き出す授業を
工夫することができた。

（課題）
〇より課題を明確にする為に、昨年度までの部制をなく
し課制度に変更したことで、校務運営の抜本的な改革
を目指す。
○今後を見据えてOJTを取り入れながら若年教員の育
成を目指す。

信頼される指導・支援の充実

○専門性の維持・継承するために、各種研修会への積極的な参加や専門性向上の研修の充実を図り中核的教員
を育成し、さらに中堅・若手教員を課長等に抜擢し、学校運営に積極的に経営参画させる。

○特別支援学校のセンター的機能の強化を図るとともに、進路先となる事業所の開拓と福祉機関等の関連強化も
行う。



自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策
　・
　・
　・
　・
　・

評価項目以外のものに関する意見

職員に対して給与や旅費等の制度を説明する際は、根拠資料を示しながら具体的に行う。

保護者に対して就学奨励費の制度を説明する際は、分かりやすいよう具体的に行う。

巡回相談や教育相談、たんぽぽ教室等について、事前に担当者間で打ち合わせを行った上で実施する。

幼児児童生徒の支援や指導に生かすため、ケース会議や情報交換会を実施する。

分掌会やコーディネーター会議の時間を活用して業務内容の確認や役割分担を行い、センター的機能に関する業務に
ついて共有する。

コーディネーターを中心にミニ学習会や報告会を行い、センター的機能について知ってもらう機会を設ける。

教育活動に対する認識を深めるため、学校行事等には積極的に参加する。

教育環境の充実を図るため、教育活動に必要な備品や需用品の購入希望調査を行う。

生徒指導課

保健防災課

寮務課

進路課

研修課

支援課

早期からの切れ目ない相談支援活動の充実を図る。

センター的機能を担う人材の拡充を図る。

一人一人の「できる！」を増やすため、教育環境の整備
と充実を図る。

保護者や職員に要件を伝える際は、相手に伝わりやす
い説明となるよう努める。

事務部

自立活動学習会の中でアセスメント、行動観察、障がい種の専門性を日々の授業に取り入れることのできるような視点に
ついて学ぶ研修を設定する。

授業力・生徒指導力の向上を図る。
校内人材を活用し、授業構想や生徒指導に関するミニ学習会を行う。

外部で行われる研修に、興味・関心をもつ人が増えるように、様々な方法で情報発信を行う。

職員の進路指導力向上のため、福祉制度や福祉サービス等に関する研修を行う。（年間２回）

一人一人の実態・ニーズに応じた進路保障を行う。
学級担任や家庭と情報を共有し、実習・進路先の開拓を行う。（年間１０回以上）

福祉施設等に関する情報提供の方法を検討し、職員に対し定期的に情報提供を行う。（学期に１回以上）

キャリア教育の充実を図る。
他学部や卒業生、関係機関等とも連携しながら、計画的に進路学習会を実施する。（年間５回以上）

障がい種に関する専門性の向上を図る。
研修の内容について興味をもつ人が増えるように事前・事後の情報発信を行う。

QOL向上月間（食事・清潔・気遣いなど）を設定する。

寄宿舎生活を通して危機管理意識や危機回避能力の向
上を図る。

防災・防犯教育を含め、避難訓練を実施する。

日常生活において、安全面（移動等）の個別目標と評価の場を設定する。

集団生活の中で自他を認め協力し合い、主体性を育む
一貫した支援・指導に努める。

舎生会や行事などを通して、意思の表出や疎通ができるように場面設定を行う。

職員の防災意識を向上するための意識調査を行い、防災についての理解、周知を促す。

保健指導、環境整備の充実を図ることで、安全・安心な
学校生活及び医ケアの充実に努める。

保健の手引を活用して、感染症対策や熱中症等の周知を行い、安全・安心な教育環境の充実を図る。

医ケア・人工呼吸器の手引を活用して、教員と看護職員との共通理解を深める。

危機管理体制の充実を図る。
訓練後の課題を協議するなどして危機管理マニュアルの改善と周知を行う。

企画広報課

情報教育推進課

式典行事、授業参観等の計画的・組織的な運営と校内
環境の整備に努める。

係内での情報共有や連携を図り、写真や図等で分かりやすい記録の見える化を徹底する。

年に２回の特別清掃を行い、職員全体で校内美化に励む。

PTA活動の積極的な情報発信と部門・学部を越えた保護
者が交流しやすい場の工夫に努める。

PTAだよりやHP等を通して年に２～３回、PTA活動の啓発と情報発信を行う。

ICTや情報に関する相談室を開設する。

本校の教育活動における情報発信の充実を図る。
HPの情報発信計画を行い、各学部等に更新を促す。（各学部学期１回以上更新）

ICT機器を活用した校内外の実践や研修案内など、校内掲示やポータルサイトで連絡する。

ランチタイム懇親会や愛校作業等、保護者が自由に情報や意見を交換する場を設ける。

ICT機器を活用しよりよい授業が行え、校務の効率化が
図れるように努める。

ICT機器や周辺機器の活用方法に関する情報共有の機会を設ける。

個別の指導計画や通知表等の様式を見直し、現状に即した様式の在り方を探る。

観点別の目標設定や学習状況評価を行い、より良い指
導の在り方を探る。

全体研修等で、個別の指導計画の作成方法等を周知する。

資料や通信等を作成し、観点別評価についての理解を深める。

運動会や各行事を企画し、幼児児童生徒の「できる！」姿を披露し合う場を設定する。

豊かな人間関係や安全な学校生活を築くことができる指
導体制や環境の充実に努める。

定期的なアンケートから幼児児童生徒の実態や変化を捉え、ＳＣとの連携に繋げる。

安全な登下校の確保に向けて学部と情報を共有し、通学に関する委員会や運行会議を実施する。

自他を認め合い、前向きに挑戦する明るく元気な幼児児
童生徒の育成に努める。

かがや木プロジェクトを実施し、自分の思いや自他を大切にする姿を共有し合う場の設定を行う。

教務課

校務支援システムのスムーズな活用や、個別の指導計
画、通知表等の様式を見直し、業務の効率化を図る。

校務支援システムの設定や更新等の方法を理解し、実行できるようにするための研修等を行う。


